学習指導資料：「ネット社会の歩き方：レッスンキット」

「３７　発注ミスに注意　」

１．指導対象

　　小学校高学年から中学生
２．教科・科目

　　総合的な学習の時間、技術・家庭科
３．指導意図

インターネットが普及し、自宅に居ながら、自分の欲しいものがネットワークを通して簡単に購入できる時代になった。一方、それに伴うトラブルも発生している。

ここではちょっとした自分の操作ミスや勘違いからトラブルを引き越してしまう例を取り上げている。この事例は個人の被害に収まっているが、場合によっては大量の個人情報が流出してしまったり、企業にとって大きな損害をもたらしてしまったりすることがある。

この事例を通してネット上に情報を入力するときの姿勢について改めて考えさせたい。
４．指導目標

①ネット上に情報を入力するときは、内容をしっかりと確認し、慎重に行う習慣を身に

つける。
　②通信販売にはクーリングオフが適用されないことを知る。

　③利用規約を確認する習慣を身につける。
５．授業展開例

	学習活動
	教師の支援

	（1） 導入

○ネットショッピングの利用について意見交換をする。

（2） 展開

①レッスンキットをみて、どうしてそのようになってしまったのかを確認する。
○サヤカさんはこの後どうすれば良いかを考える。
（3） まとめ
○ネットショッピングをする際、気をつける点について考える。
	○ネットショッピングの利用の有無についてたずね、動機付けを図る。

○ワークシートにまとめさせる。
○考える際、通信販売おいて、クーリングオフは適用外であることを知らせる。
○考えを発表させた後、この場合、返品できない可能性があることを知らせる。
○以下の点を中心にまとめる。
・内容をしっかりと確認し、慎重に入力する

・利用規約をしっかりと読む


６．問題事例が発生した際の教師や保護者サイドの対処法、問題解決法

　商品が届く前に入力ミスに気づいたら、すぐにそのサイトと連絡をとる。商品が届く前であればキャンセルがきくところもある。また、商品が届いてしまった場合には、返品条件が記載されているかを確認し、連絡をとる。ネットショッピングではクーリングオフは適用外であるが、特定商取引法の改正で、返品に関して表示がない場合は、商品到着後８日以内であれば、送料消費者負担で返品が可能となった。
７．指導資料

　●賢い通販利用法（社団法人　日本通信販売協会）

　　http://www.jadma.org/DM110/01-riyou_checkpoint.html
　●通信販売業における電子商取引のガイドライン（社団法人　日本通信販売協会）
　　http://www.jadma.org/guideline/02.html
●インターネット通販　消費者のための表示の見方（財団法人　日本産業協会）
　　http://www.nissankyo.or.jp/auction/information/informationshopping2.html
●電子消費者契約法
http://law.e-gov.go.jp/htmldata/H13/H13HO095.html
　●国民生活センター
　　http://www.kokusen.go.jp/jirei/data/200206_3.html
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